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２０１８年 ３月２２日 北九州地区労連ニュースＮＯ１３７（１） 

雨
あ
が
り 

 

ま
た
、
花
粉
症
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
花
粉
症
の
原
因
は
、
も
ち
ろ
ん
、

花
粉
で
す
。
自
分
が
本
当
に
花
粉
症
な
の

か
を
知
る
上
で
も
、
花
粉
の
飛
散
時
期
を

知
る
こ
と
は
重
要
で
す
。 

花
粉
症
に
つ
い
て
少
し
調
べ
て
み
ま

し
た
。
花
粉
症
は
胃
腸
の
冷
え
が
起
こ
り

や
す
く
な
っ
た
り
す
る
そ
う
で
す
。
冷
た

い
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
翌
朝
に
、
と
て
も
鼻

が
詰
ま
っ
た
り
、
ズ
ル
ズ
ル
し
た
経
験
を

持
っ
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
そ
う
で

す
。
冷
た
い
水
分
は
胃
腸
を
冷
や
し
、
鼻

水
と
な
っ
て
上
へ
排
泄
さ
れ
て
、
胃
腸
が

冷
え
切
っ
て
い
る
と
花
粉
症
な
ど
の
ア

レ
ル
ギ
ー
も
起
こ
し
や
す
い
そ
う
で
す
。

去
年
ま
で
は
な
ん
と
も
な
か
っ
た
の
に
、

い
き
な
り
ア
レ
ル
ギ
ー
が
出
た
場
合
は
、

消
化
管
に
負
担
が
か
か
り
す
ぎ
て
、
ど
ん

ど
ん
胃
腸
を
冷
や
す
体
質
が
出
来
上
が

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
そ
う

で
す
。
毎
日
の
食
習
慣
・
・
・
ジ
ュ
ー
ス
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
牛
乳
、
豆
腐
な
ど
を

冷
蔵
庫
か
ら
出
し
冷
た
い
ま
ま
食
べ
る

な
ど
胃
腸
を
冷
や
す
元
に
な
り
、
い
つ
か

は
ア
レ
ル
ギ
ー
を
発
症
す
る
可
能
性
が

あ
る
そ
う
で
す
。 

と
は
い
え
、
毎
日
の
食
事
で
冷
た
く
し

た
ほ
う
が
良
い
飲
み
も
な
ど
は
冷
た
く

し
、
温
か
く
し
た
ほ
う
が
良
い
食
べ
物
は

温
か
く
し
て
食
べ
た
い
も
の
で
す
ね
！ 

こ
れ
か
ら
花
粉
症
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ

ー
に
気
を
つ
け
て
仕
事
や
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
が
ん
ば
っ
て
行
き
た
い
も
の
で

す
ね
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
亀
） 

 

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。 

 

働
き
方
改
革
も
嘘
の
デ
ー
タ
で 
 

働
き
方
改
革
に
つ
い
て
も
厚
生
労

働
省
の
、
ず
さ
ん
な
デ
ー
タ
が
問
題
と

な
り
、
裁
量
労
働
制
は
、
見
送
ら
れ
ま

し
た
が
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

制
度
は
、
財
界
の
強
い
要
望
で
強
行
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

労
働
者
の
視
点
に
立
て
ば
、
長
時
間

過
密
労
働
の
規
制
や
サ
ー
ビ
ス
残
業

の
根
絶
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
過
労
自
殺
に
よ
り
、
家
族

を
亡
く
さ
れ
た
遺
族
の
み
な
さ
ん
は
、

こ
の
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制

度
も
過
労
死
に
つ
な
が
る
最
悪
の
制

度
と
反
対
し
て
い
ま
す
。 

一
方
で
東
京
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
裁

判
で
国
の
責
任
が
断
罪
さ
れ
、
１
人
親

方
も
救
済
で
き
る
判
決
を
導
き
出
し

て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
で
の
自
主

避
難
者
に
も
国
や
東
電
の
責
任
を
断

罪
し
ま
し
た
。 

安
倍
政
権
退
陣
を
求
め
る
声
は
、
日

増
し
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

安
心
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
賃
上
げ
や
労
働
条
件
の
改
善
や

平
和
な
日
本
を
目
指
す
、
運
動
が
大
き

く
広
が
る
手
ご
た
え
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
全
国
統
一
行
動
で
し
た
。 

 

２
０
１
８
年
春
闘
、
３
月
１
４
日
回
答
指
定
日
に
大
手
企
業
を
中
心
に
回
答
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
北
九
州
春
闘
加
盟

の
医
労
連
健
和
会
労
組
や
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
極
東
支
部
な
ど
は
、
３
月
１
５
日
職
場
集
会
や
抗
議
行
動
、
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど

を
配
置
し
て
春
闘
要
求
の
前
進
め
ざ
し
粘
り
強
い
た
た
か
い
を
取
り
組
み
前
進
回
答
を
引
き
出
し
ま
し
た
が
、
加
盟
組

合
の
多
く
は
ゼ
ロ
回
答
だ
っ
た
り
、
団
交
さ
え
開
か
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
し
、
春
闘
要
求
の
前
進
を
め
ざ
し
、
回
答
指
定
日
の
翌
日
、
北
九
州
春
闘
共
闘
連
絡
会
は
、

小
倉
駅
前
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
で
の
宣
伝
行
動
を
取
り
組
み
、
５
０
人
を
超
え
る
仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。
森
友

疑
惑
で
大
き
く
揺
れ
る
国
会
で
安
倍
首
相
の
責
任
追
及
や
各
組
合
の
課
題
に
つ
い
て
市
民
に
訴
え
ま
し
た
。 

森
友
文
書
改
ざ
ん
で
、
財
務
省
の
書

き
換
え
が
明
ら
か
と
な
り
、
佐
川
前
局

長
が
突
然
、
辞
任
し
自
民
党
か
ら
も
安

倍
首
相
へ
の
不
満
が
出
て
い
ま
す
。
新

聞
各
紙
は
、
民
主
主
義
の
危
機
と
大
き

く
報
道
し
て
い
ま
す
。 

宣
伝
行
動
の
一
番
に
は
、
森
友
学
園

へ
の
国
有
地
払
い
下
げ
に
つ
い
て
、
安

倍
昭
恵
さ
ん
の
名
前
が
あ
っ
た
り
、
財

務
省
ぐ
る
み
で
特
例
で
行
っ
た
と
い

う
、
文
書
改
ざ
ん
を
、
国
会
に
提
出
し

た
こ
と
は
、
「
公
文
書
の
偽
造
」
で
あ

り
、
国
会
と
国
民
を
欺
い
た
こ
と
は
、

レ
ッ
ド
カ
ー
ド
も
の
で
、
す
ぐ
に
で
も

安
倍
政
権
は
退
陣
す
べ
き
問
題
と
訴

え
ま
し
た
。 

 

課
題
別
発
言
は
、
生
協
労
組
・
健
和

会
・
市
職
労
・
学
嘱
労
・
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
・

全
教
・
国
交
・
福
建
労
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
要
求
や
闘
い
の
状
況
な
ど
訴
え
、

「
森
友
問
題
で
安
倍
首
相
に
責
任
を

取
ら
せ
ろ
」
「
非
正
規
雇
用
の
有
期
か

ら
無
期
へ
の
転
換
を
」
の
ビ
ラ
は
、
約

６
０
０
枚
配
布
さ
れ
、
森
友
問
題
へ
の

健和会労組手作りの、プラスターは圧巻でした 

小倉駅前広場で、２０１８年春闘前進を訴えました 

安
倍
政
権
は
退
陣
を 

大
幅
賃
上
げ
で
労
働
者
の
生
活
改
善
を 

春
闘
要
求
前
進
を
め
ざ
す
３
・１
５
大
宣
伝
行
動
に
５
０
人 
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２０１８年 ３月２２日 北九州地区労連ニュースＮＯ１３７（2） 

 

３
月
１
８
日
（
日
）
１
３
時
、
福

岡
市
冷
泉
公
園
で
、
守
り
た
い
９
条
、

な
く
し
た
い
戦
争
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、
３
・
１
８
命
と
く
ら
し
を
守

る
福
岡
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

会
場
は
５
０
０
０
人
を
超
え
る
労

働
者
・
市
民
が
参
加
し
、
様
々
な
旗

が
立
ち
並
び
、
「
安
倍
内
閣
総
辞
職

を
！
」
「
安
倍
働
き
方
改
革
Ｎ
Ｏ
！
」

「
貧
困
と
格
差
是
正
」
な
ど
様
々
な

要
求
が
書
か
れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
が
掲

げ
ら
れ
、
暑
い
熱
気
あ
ふ
れ
る
集
会

と
な
り
ま
し
た
。 

集
会
は
、
主
催
者
挨
拶
の
後
、
沖

縄
県
選
出
の
糸
数
慶
子
参
院
議
員

が
、「
沖
縄
の
現
状
と
課
題
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
、
安
保
法
や
共
謀
罪
法

な
ど
安
倍
政
権
の
政
策
を
挙
げ
、「
沖

縄
の
思
い
を
粉
々
に
砕
く
」
と
批
判

し
ま
し
た
。
ま
た
、「
１
１
月
の
知
事

選
で
翁
長
（
雄
志
）
知
事
の
２
期
目

を
勝
ち
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。 

 

各
分
野
か
ら
の
発
言
は
、
青
年
、

女
性
、
業
者
、
医
療
、
労
働
者
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
代
表
か
ら
短
い

時
間
で
し
た
が
、
た
た
か
い
の
現
状

な
ど
に
つ
い
て
訴
え
・
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。 

今
回
の
集
会
の
特
徴
は
、
森
友
問

題
を
巡
る
決
裁
文
書
の
改
ざ
ん
な
ど

が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
、
安
倍

退
陣
・
総
辞
職
を
求
め
る
世
論
の
高

ま
り
を
受
け
、
日
本
共
産
党
、
立
憲

民
主
党
、
民
進
党
、
社
民
党
、
緑
の

会
、
い
な
と
み
議
員
な
ど
６
野
党
の

国
会
議
員
や
代
表
が
参
加
し
、「
さ
ら

に
共
同
を
大
き
く
広
げ
、
安
倍
政
治

を
や
め
さ
せ
よ
う
！
」
と
訴
え
た
こ

と
で
す
。 

会
場
で
訴
え
ら
れ
た
カ
ン
パ
も
，

２
６
３
，
６
７
５
円
が
集
約
さ
れ
た

と
報
告
が
あ
っ
た
。
良
い
集
会
で
し

た
。 集

会
終
了
後
、
天
神
に
向
け
３
つ

の
コ
ー
ス
で
パ
レ
ー
ド
に
出
発
し
ま

し
た
。 

 
消費税増税反対、民主的税務行政の実現！ 

３・１３重税反対全国統一行動に参加 

 

消費税増税中止、戦争法・マイナンバー廃止・民

主的税制・税務行政の実現へ全国民が声を上げ、共

同を広めようをスローガンに、「３・１３重税反対

全国統一行動小倉地区集会」が、ムーブ大ホールで

開かれました。  

この集会は全国５６０か所で取り組まれたもの

で、統一行動には、民主商工会や福建労，年金者組

合などから約４００人が参加し元気あふれる集会

となりました。 

主催者挨拶の後、永冨地区労連議長が来賓として

紹介され挨拶をしました。決起集会の後、小倉税務

署まで整然とデモ行進を行い集団申請を成功させ

ました。 

 北九州地区では、門司地区が「旧大連航路上屋」、

戸畑・八幡地区が「響きホール」、若松地区が「若

松市民会館」でそれぞれ集会を開き集団申告をして

います。 

 

 
「
安
倍
内
閣
は
総
辞
職
を
！
」「安
倍
働
き
方
改
革
反
対
！
」「貧
困
と
格
差
是
正
」 

３
・１
８
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
福
岡
県
集
会
に
５
０
０
０
人
参
加 

福
岡
県
総
が
か
り
実
行
委
員
会
主
催 

福
岡
市
冷
泉
公
園 

３
月
１
８
日
１
３
時
開
会 

 

３
月
２
０
日
７
時
３
０
分
か
ら
の

郵
政
産
業
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン
ス
ト
ラ

イ
キ
突
入
支
援
集
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
郵
政
産
業
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン
は
、
、

「
大
幅
賃
上
げ
と
非
正
規
社
員
の
均

等
待
遇
改
善
」
を
求
め
て
、
２
０
１
８

年
春
闘
を
た
た
か
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
郵
政
当
局
は
、
賞
与
支
給
係
数

の
引
き
上
げ
、
年
始
勤
務
手
当
の
新
設

な
ど
一
定
の
前
進
回
答
は
あ
り
ま
し

た
が
、
正
社
員
値
の
不
合
理
な
格
差
を

容
認
す
る
と
い
う
不
当
な
回
答
が
出

さ
れ
、
全
国
的
に
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入

し
ま
し
た
。
北
九
州
地
区
労
連
、
自
治

労
全
国
一
般
、
全
労
協
全
国
一
般
ユ
ニ

オ
ン
北
九
州
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ

ー
の
垣
根
を
超
え
て
支
援
集
会
に
参

加
、
激
励
し
ま
し
た
。
地
区
労
連
永
富

議
長
が
激
励
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。 

 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン 

１
時
間
時
限

ス
ト 

突
入
集
会
に
参
加 

ムーブから小倉税務署までデモ行進 集団申請をしました。 

北九州中央郵便局前でスト突入集会 

冷泉公園は５０００人の参加で一杯になりました 

集会終了後、サウンドカーを先頭にパレード 



２
０
１
１
年
３
月
の
福
島
原
発
事
故
か
ら
７
年
目
の
３
月
１
１
日
、
小
倉
北
区
の
三
萩
野
公
園
で
、
「
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
よ

り
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
え
ら
び
た
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
１
５
０
０
人
を
超
え
る
労
働
者
・
市
民
、
商
工
業
者
や
弁
護

士
、
青
年
、
女
性
な
ど
が
幅
広
く
参
加
し
こ
れ
ま
で
の
運
動
の
広
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
集
会
と
し
て
成
功
し
ま
し
た
。 

                         

                  

晴
天
に
恵
ま
れ
た
会
場
で
は
本
集

会
開
始
と
同
時
に
東
日
本
大
震
災
で

犠
牲
に
な
っ
た
方
々
へ
全
員
で
黙
祷

を
捧
げ
ま
し
た
。 

棚
次
実
行
委
員
長
は
、「
核
エ
ネ
ル

ギ
ー
よ
り
も
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使

っ
て
も
ら
い
た
い
。
原
発
は
直
ち
に

廃
炉
、
安
全
な
社
会
、
事
故
の
な
い

社
会
を
め
ざ
そ
う
。」
と
挨
拶
。
続
い

て
「
福
島
原
発
事
故
収
束
作
業
に
従

事
し
、
白
血
病
に
侵
さ
れ
た
作
業
員

か
ら
の
訴
え
」
で
は
、
原
発
作
業
で

の
放
射
能
へ
の
安
全
対
策
が
と
ら
れ

な
い
中
で
の
現
場
の
様
子
が
詳
し
く

報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

原
発
職
場
で
働
い
て
い
た
労
働
者

の
訴
え
の
後
、
弁
護
士
、
青
年
労
働

者
、
エ
フ
コ
ー
プ
生
協
、
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
、
看
護
学
生
な
ど
が
次
々
に

登
壇
し
、「
す
べ
て
の
原
発
今
す
ぐ
止

め
ろ
。
」「
リ
ス
ク
の
多
い
原
発
を
や

め
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
」

な
ど
、
原
発
の
な
い
社
会
を
と
訴
え

ま
し
た
。 

国
会
報
告
は
、
日
本
共
産
党
の
田

３
０
０
０
万
人
署
名
を
取
り
組
む

「
小
倉
地
区
の
会
」
は
、
３
月
１
７
日
、

小
倉
駅
で
「
ロ
ン
グ
ラ
ン
宣
伝
」
を
行

い
ま
し
た
。 

好
天
気
に
恵
ま
れ
、
３
時
間
、
３
交

代
（
運
動
員
は
、
延
べ
７
２
名
参
加
）

で
１
５
８
筆
の
憲
法
署
名
が
集
ま
り

ま
し
た
。
う
た
ご
え
コ
ー
ラ
ス
等
を
含

め
、
署
名
の
お
願
い
ス
ピ
ー
チ
を
し
な

が
ら
、
署
名
版
を
持
ち
、
流
れ
る
人
波

に
向
か
い
、「
署
名
し
て
く
だ
さ
い
！
」

と
訴
え
ま
す
。 

若
い
人
の
署
名
が
目
立
ち
ま
し
た
。

中
に
は
、
通
行
中
の
男
性
が
、
運
動
員

に
詰
め
寄
り
「
自
衛
隊
は
憲
法
違
反
と

あ
な
た
は
思
う
か
？
」
「
日
本
の
防
衛

は
ど
う
す
る
の
か
？
」
な
ど
と
質
問
を

執
拗
に
繰
り
返
す
人
が
出
て
き
ま
し

た
。
運
動
員
は
「
平
和
こ
そ
大
切
、
憲

法
に
自
衛
隊
を
書
き
込
め
ば
、
ア
メ
リ

カ
の
軍
隊
と
一
緒
に
戦
地
に
自
衛
隊

員
が
連
れ
て
行
か
れ
、
生
命
を
失
う
こ

と
に
な
る
。
」
と
反
論
し
、
最
後
は
、

あ
き
ら
め
て
、
論
争
を
や
め
て
、
そ
の

男
性
は
、
署
名
場
所
か
ら
離
れ
て
い
き

ま
し
た
。 

「
小
倉
地
区
の
会
」
は
、
今
後
、
地

村
議
員
が
行
い
、
野
党
が
一
致
し
て

「
原
発
廃
止
基
本
法
案
」
を
提
出
し
た

こ
と
を
報
告
し
、
共
同
を
さ
ら
に
大
き

く
広
げ
て
必
ず
実
現
し
た
い
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。 

集
会
終
了
後
、
小
倉
駅
前
ま
で
デ
モ

行
進
（
パ
レ
ー
ド
）
を
行
い
、
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
や
ニ
ュ
ー
ス
カ
ー
宣
伝

を
行
い
、
の
ぼ
り
旗
や
横
断
幕
な
ど
を

か
か
げ
行
進
し
ま
し
た
。
多
く
の
市
民

の
方
が
共
感
の
拍
手
や
手
振
り
が
あ

り
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

北
九
州
地
区
労
連
は
、
総
勢
４
５
人

の
要
員
を
出
し
、
パ
レ
ー
ド
が
整
然
と

行
わ
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
し
た
。 

  

２０１８年 ３月２２日 北九州地区労連ニュースＮＯ１３７号（3） 

小倉駅前までシュプレヒコールをしながらパレード 

安倍９条改憲ＮＯ！３０００万人署名の集約を急ごう！ 

域
で
の
署
名
の
「
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
」
を

４
月
１
５
日
（
日
）
と
４
月
２
２
日

（
日
）
、「
ロ
ン
グ
ラ
ン
宣
伝
」
を
４
月

２
１
日
（
土
）
に
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

署名の呼びかけに若者もたくさん応じてくれました。 

平和をあきらめないネットの毎月１９日行動 決算書改ざんを糾弾 



                             

                            

                             

                             

                             

労働法コラム  第５０回  

 

 

     

    黒崎合同法律事務所 

       溝口 史子 弁護士 

２０１８年 ３月２２日 北九州地区労連ニュースＮＯ１３７（４） 

７度目の勝利判決を受け、原告団、弁護団、

支援者のうれしい万歳３唱 

時
間
）
を
把
握
さ
せ
、
①
イ
ン
タ
ー
バ

ル
（
就
業
時
刻
か
ら
始
業
時
刻
ま
で
に

一
定
時
間
以
上
を
確
保
す
る
）
措
置
、

②
１
か
月
ま
た
は
３
か
月
の
健
康
管
理

時
間
の
合
計
の
上
限
規
制
、
③
年
間
１

０
４
日
の
休
日
確
保
措
置
の
い
ず
れ
か

の
対
策
を
講
じ
さ
せ
る
と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
社
外
で
働
い
た
時
間
の

把
握
は
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

①
②
③
い
ず
れ
か
１
つ
の
措
置
で
足
り

る
の
で
あ
れ
ば
、
労
働
者
に
休
日
な
し

労
働
や
連
続
長
時
間
労
働
を
強
い
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
政
府
の
主
張
す
る
対

策
で
は
、
到
底
、
労
働
者
の
健
康
を
守

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度

は
、
現
時
点
で
は
年
収
１
０
７
５
万
円

以
上
の
労
働
者
を
対
象
と
し
て
い
ま
す

が
、
労
働
者
派
遣
法
の
対
象
業
種
拡
大

等
の
規
制
緩
和
の
動
き
や
、
経
済
団
体

が
高
プ
ロ
制
度
の
対
象
者
を
年
収
４
０

０
万
円
程
度
（
平
均
年
収
程
度
）
ま
で

拡
大
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
今
後
、
対
象
範
囲
が
拡
大

し
、
長
時
間
労
働
の
規
制
が
事
実
上
骨

抜
き
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
他

人
事
で
は
な
い
の
で
す
。 

 

労
働
者
の
命
・
健
康
を
守
る
た
め
、

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
導

入
に
反
対
し
ま
し
ょ
う
！ 

 

政
府
は
、
根
拠
デ
ー
タ
の
不
備
を

理
由
に
、
働
き
方
改
革
関
連
法
案
か

ら
裁
量
労
働
制
の
対
象
拡
大
に
関
す

る
部
分
を
削
除
す
る
と
表
明
し
ま
し

た
。
そ
の
一
方
で
、「
働
い
た
時
間
で

は
な
く
成
果
で
評
価
さ
れ
る
働
き
方

へ
変
え
る
制
度
」
で
あ
る
と
称
し
て
、

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度

（
い
わ
ゆ
る
「
高
プ
ロ
制
度
」）
の
創

設
を
目
指
す
姿
勢
を
変
え
て
い
ま
せ

ん
。 

 

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度

と
は
、
省
令
で
定
め
ら
れ
た
特
定
高

度
専
門
業
務
（
金
融
商
品
の
開
発
業

務
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、
研
究

開
発
業
務
等
）
に
従
事
す
る
者
の
う

ち
、
平
均
賃
金
額
の
３
倍
を
相
当
程

度
上
回
る
水
準
の
賃
金
額
以
上
（
現

案
で
は
年
収
１
０
７
５
万
円
程
度
）

を
得
て
い
る
労
働
者
に
つ
い
て
、
本

人
の
同
意
等
の
手
続
的
要
件
を
み
た

せ
ば
、
労
働
基
準
法
が
定
め
る
労
働

時
間
に
関
す
る
定
め
を
適
用
し
な
い

と
い
う
制
度
で
す
。
こ
の
た
め
、
高

プ
ロ
制
度
が
適
用
さ
れ
る
労
働
者
に

は
、
労
働
時
間
の
上
限
規
制
が
な
い

ほ
か
、
休
憩
時
間
・
休
日
取
得
の
権

利
が
な
く
、
時
間
外
労
働
の
割
増
賃

金
も
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、

こ
の
制
度
は
、
使
用
者
が
労
働
者
に
、

連
日
・
長
時
間
の
た
だ
働
き
を
強
い

る
こ
と
が
で
き
る
、
過
労
死
促
進
法

案
・
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
な
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
労
働
者
か
ら
権
利
を
奪

う
一
方
で
、
労
働
者
に
成
果
に
応
じ

た
賃
金
を
保
障
す
る
制
度
は
ま
っ
た

く
設
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
点
、
政
府
は
働
か
せ
す
ぎ
を

防
ぐ
た
め
、
使
用
者
に
、
労
働
者
が

社
内
外
で
働
い
た
時
間
（
健
康
管
理

健和会労働組合が２０１８年春闘要求で団体交渉開催 

パート時間給、定年後雇用条件整備などで前進！ 
団交で、「安倍退陣」で共同宣言を確認 

全国統一回答指定日となった 3 月 14 日（水）、健和会においても理事会より回答が示されました。 

保育士や事務職員など、パート職員の時給や昇給制度の改善、定数増などの前進回答がありました。定年延長に向

けた検討を進めていくこともあわせて回答されています。 

同日夜には、50 名近い組合員が集まって団体交渉を行っています。交渉の中では、賃金・労働条件の協議とあわ

せて、安倍政権の暴走がいっそう強まる中で、内閣の退陣を求める労使共同宣言を緊急で確認しました。 

今後、安倍政権退陣を求める様々な運動に労使共同で取り組んでいきます。 

 

安倍政権の暴走に抗議し、団体交渉で労使共同宣言を採択。安倍政治を許さない！安倍政権の退陣を求めるポスターを掲げ記念写真 


